
(毎週矧曜臼発行)(月 曜臼)昭和37年(1962年)6月4日

 

㎜擶鰯大郎繋(昭和21年8月6日 第三糧郵便物認司)第1108轡(1}

週

}
聞

暦

印

六
日
(水
)
七
日
(木
)
日
本
育英
会
・

奨
学
金
交
付
午
後
九時
三十
分
より

午
後
三
時
三
十
分ま
で
厚生
課学
資
掛

七
日
(木
)
特別
講
濱
会

「掌
問
の

自
由
1京
大
事件
を
中
心
と
し
て
」

浦
野
君
、
二
+
八
日
釈
放
さ
る

法
調
査
会
中
国
地
区
公
聴
会
の
阻
止

闘
蟻
を
指
導
し
て
、
広
島
県
公
安
条
例

違
反
な
ど
で
身
柄
拘
留
の
ま
ま
起
訴
さ

れ
て
い
た
浦
野
君
は
、
さ
る
二
十
八
日

午゚
後
五
時
保
釈
金
三
万
円
を
だ
し
て
釈

放
さ
墾

。

同
君
の
公
判
は
、
京
都
地
裁
の
担
当

で
開
か
れ
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
て
お

り
、
岡
学
会
で
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ

方
針
で
、
こ
の
公
判
闘
争
に
取
組
む

●

爾

塗

府
学
痺
の
下
に
二
千
五
百
人

デ
モ
で
機
動
隊
を
圧
倒

政
暴
法
闘
争
以
来
の
大
動
員

憲
法
改悪
反
対
、
米
ソ
核
実
験
阻
止
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
とず
る
五
。
三〇
統
一行
勤
は
時
間
的
制
約
な
ど
で
そ
の
も
り
上
り
が
困
難
視
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
らず
、昨
年
の
政
暴
法
闘
争
以
来
の
大
き
な
動
員
とな
った
。京
大
の
学
内
集
会
に
は
教
養
部
学
生
を
中
心
と
し
て
約
干
人
が
会
場
の
法
経
第
一

教
富
に
つめ
か
け
、
ま
た
同
志
社
大
で
開
か
れ
た
府
学
連築
会
に
は
約
二
千
五
百
人
が
結
集
、
そ
の
後
市
役
所
前
、
四
粂
河
原
町
な
ど
途
中
は
げ
し
い
ジ
グ

ザ
グデ
モ
、
フ
ラ
ン
ス
デ
モ
を
展
開
し
な
が
ら
円
山
公
園
ま
で行
進
し
た
.
こ
の
日
は
鉄
カ
ブ
ト
に
身
を
か
た
め
た
警
官
機
勤
隊
が
多
戴
各
地
点
に
配
置
さ

れ
て
いた
が
、
大
し
た
衝
突
は
み
ら
れ
ず
小
ゼ
リ
合
いに
終
始
レ
た
.

灘
た
。
そ
の
た
め
会
鋤
は
超
満
員
で
一
部

は
外
に
は
み
で
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

集
会
は
、
ま
ず
各
大
学
の報
告
があ

り
、
つ
つ
い
て清
田
肘学
超
公養

代
理
から
総
惜
が行
な
わ
れ
た
。
こ

の
な
か
で
「憲
法
同
題
は
、
いか

な
る
背
景
から
で
て
い
る
か
を
藍
ぷ

統
一す
る
必
要
が
あ
る。
ま
た
選
挙

に
全
て
を
集約
す
べき
でな
いし
、

大
掌
管
理
制
度
の再
確
認
問
題
や
新

々
政
暴
法
案
など
も憲
法
改
悪
の
一

プ
ラ
ン
と
し
てだ
さ
れ
て
く
る
も
の

で
あ
る
。
レ
た
が
って
改
悪
反
対
闘

争
を
盛
り上
げ
る
た
め
に
は
学
生
運

動
の統
一
を単
急
に
計
ら
ね
は
な
ら

な
い
が
、統
一間
題
は
、具
体
的な

闘
争の
中
で成
功
さ
せ
ね
は
な
ら
な

い
」
と
の
べた
。

つ
い
で
「安保
闘
箏
以
上
の
規
模
で
改

憲
反
対
闘
箏
を
展
開
さ
せ
る
た
め
に

も
、労
働
者
や
市
民
てれ
に
学
生
の
闘

争
参
加
を
訴
え
る
」
と
い
う
大
会
'与言

を
読
み
上
げ
最
後
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
混

乱
も
な
く
採
武
し
て
樂
会
は
四
時
二
十

分
経
の
った
。
そ
の
後
、
同
入
か
ら
円

山
公
園
ま
で
デ
モ
行
進
を
し
た
が
、
二

千
人
以
上
の
動
貞
の
た
め
か
機動
隊
も

幽
回
生
を
主
体
に
京

大
集
会

篶
灘
懲
繋
賊簸
諭繋
纈慰嚢
講蟻
朧棚鞭

人
が
餐

.て
、
安
保
以
後
昊

の
集

し
て
阿
響

、
塁

薯

川
責

誉

や
・て
いた
・

難
熊
蕪
難
蕪
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今
週
中
に
も
総
長
会
見

活
発
化
す
る
学
館
設
立
準
備
委

六
月
の
予
算
要
求
目
標
に

掌
生
会
館
設
立
準
備
委
員
会は
三十
一

日
午
後
三
時
か
ら
第
二
回委
員会
を
尚

賢
館
北
教
蜜
で
開
い
た
。ヒ
の委
員
会

で
は
主
に
六
月
の
運動
目標
を
討
議
し

た
が
今
週
中
に
総長
会
見
が
実
現
で
き

る
よ
う
に
働
き
か
ける
と
と
も
に
、
ド

ラ
ム
カ
ン
・
カ
ン
パも
始
め
る
予
定
.

なお
、
こ
れと
平
行
し
て
学
囚
の
厚
生

}施
設
の現
状
調
査
を
す
で
に
は
じ
め
て

いる
.
そ
の
ほ
か
に
、
ク
ラ
ス
討
議
を
健
開

し
て
学
生
の
関
心
を
高
め
て
い
く
こ

と
や
、
映
圃
会
な
ど
ゐ
予
足
し
て
い

る
.

東
京
で
十
周
年

記
念
の
講
演
会

日
本
鉱
物
学
会

、日
本
鉱
物
学
会
十
周
年
記
念
学
術
講
演

会
が
六
月
四
日
か
ら
一週
間
粟
京
で開

か
れ
る
.
京
大
か
ら
も
地
鉱
教
整
の上

田
健
夫
、
富
田
克
敏
両
氏
の
「ケル
ス

ト
角
閃
石
に
見
ら
れ
る
二
璽
楕
子」
の

研
究
発
表
な
ど
が
行
な
わ
れ
る。
これ

は
今
ま
で
の
岩
石
に
おけ
る結
昌
格
子

構
造
の
通
説
を
打ち
破
ぶる
も
の
で
、

火
山
放
出
物
の
角閃
石
に
、
二
種
の
格

子
が
惇
在
す
る
こと
が
最
近
発
見
さ
れ

た
。
こ
の
新
発
見
に関
し
て
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
謂
演す
る
。

また
ト
ピ
ック
を
拾
って
み
る
と
、

ニ
ッ
ケ
ル
、ゲ
ル
マ
ニウ
ム
触
媒
に

よ
る
ダ
イ
ヤ
モン
ド
合
成
に
成
功
し

た
東
芝
中
央研
究
所
の
講
演
が
あ

る
。
こ
の他
樫
々
の
人
造
鉱
物
が
金

属
に
代
って
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

う
い
った
合
鉱
(含
金
に
対
し
て
)

と
いわ
れ
る
新
物
質
に
関
す
る
発
表

も
多
数
行
な
わ
れ
る
。

ま
た
同
時
に
予
腱さ
れて
いる
討
論
会

で
は
「関
連
学
会
から
地
鉱
掌
会
への

要
墨
」
「鉱
物茄
晶に
お
け
る
不
完
全

性
」
の
二
つ
の
プー
マに
つ
い
て
討
議

さ
れる
。

地
団
研
京
都
支

唯
一の
全

部
の
六
月
例
会

国
的
な
科

学
者
集
団
で
あ
る
地
団
研
の
京
都
支
部

で
は
、
二
日
に
六
月
例
会
を
開
く
。
会

場
は
京
大
地
鉱
教
墾
の
大
講
義
室
で
、

大
阪
市
大
班
市
川
造
一郎
氏
の
「日
不

の
中
世
界
」
と
題
す
る
講
演
会
と
、
今

年
度
予
算
案
お
よ
び
、
今年
の活
動
方

針
を
討
議
す
る
。

地
鉱
教
室

ヘ
シ

地
鉱
教
至

ヤ
イ
ラ
ー
博
士

で
は
四
、

五
の
二
日
閾
外
人
謂
帥を
招
いて
特
別

講
演
会
を
開
く
。
カー
ネ
ギ
ー
研
究
所

の
シ
ヤ
イラ
ー
博
士
に
よ
る
「角
閃
石

の
組成
」
に
関
す
る
講
演
、
お
よ
び
同

研究
所
ヨー
ダ
ー博
士
の
「玄
武
岩
マ

グ
マ
の起
源
」
と
題
す
る
講
演
が
行
な

わ
れ
五
日に
比
叡
山
ホ
テ
ル
で
、
両
博

士
を
囲ん
で
「高
圧
物
理
学
の
進
歩
と

展望
」
と
いう
テ
ー
マの
下
に
懇
設
会

が
も
た
れ
る
.

同
委
員
会
と
し
て
は
、
六
月
の下
旬
に

醐
か
れ
る
学
梗予
算
審
、峨会
(来
鉢
度

の
予
蝉
要
求
を
雷
議す
る
もの
)
に
対

し
、
委
員
会独
特
の
計画
を
示
し
予
算

の
誤
求
を
丁
る
こ
と
を
目標
と
し
て
い

る

。

手
が
で
ず
、
心
配
さ
れ
て
い
た
事態
は

生
じ
な
か
っ
た
が
、
御
池
通り
や
四条

河
原
町
の
交差
点
で激
し
いう
ず
ま
き

デ
モ
を
展開
、さ
ら
に
フラ
ン
ス
式
デ

モ
を
行
な
い
、六
時
半
円
山
公
園
で
解

散
し
た
.
同
大
生
が
大

腿
部
を
骨
折

こ
の
日
は比
較的
平
温
な
デ
モに
終
始

した
が
、市
役
所
前
、四
粂
河
原
町
、

ギ
オ
ン石
段
下
な
ど
で警
官
隊
と
の
聞

に
小
ぜり
あ
いが
あ
った
.
府
学
連
発

表
に
ょ
る
と
、
こ
の
日
の
デ
モ
で
学
生

側
は
、市
役
所
前
で
同
志
社
大
生
一人

が
右
大
腿
部
を
骨
折
し
た
ほ
か
、
あ
わ

せ
て
三
十
六
人
に
の
ぼ
る
負
傷
者
を
出

レ
兀.

公
安
条
例
を
軸
に
検
討

阪
大
て
関
西
学
生
法
ゼ
ミ

今
秋
九
州
大
学
で
開
か
れ
る
全
日
本
学

生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
先
立
って
、
釆
る
六

月
十
七
日
、
第
一回
関
西
法
学
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
が
大
阪
大
学
(中
之
島
)
で
行
わ

れ
る
こ
と
な
った
。
こ
の
ゼ
ミ
ナ
;
ル

は
、
「支
配
者
の
法
学
か
ら
国
民
の
法

学
へ
」
「個
と
し
て
の
法
学
か
ら
連
帯

と
し
て
の
法
学
へ
」
を
そ
の
主
旨
とす

る
も
の
で
、
今
年
皮
の
テ
ー
マ
と
し
て

は
「公
安
条
例
を
軸
と
レ
た
言
諭
・集

会
・結
社
の
自
由
」
と
決
定
し
て
おり

、
現
在
ま
で
に
京
大
を始
め同
大
、立

大
、
阪
大
、
近
大
の参
加
が
確
定
し
て

い
る
ほ
か
関
大
、大
阪
市
大
、関
学
、

神
大
など
に
も参
加
を
呼
びか
け
て
い

影

髭

加

簑

霧

一
円
値
上
げ

ら
氣

代
を

一円
か
ら
二
円
値
上
げ
し
、
こ
れ
に
よ

うて
市
乳
が
十
四
円
(
一円
値
上
げ
)

加
工
乳
が
十
七
円
(二
円
値
上
げ
)
と

な
る
。
こ
れ
は
現
在
生
協
に
入
荷
し
て

い
る
明
治
・雪
印
両
メ
ー
カ
ー
か
ら
原
,

乳
代
傾
上
げ
を
理
由
に
三
月
十
一日
に

申
請
さ
れ
て
い
た
も
の
。

る
.京
大
で
は
、
関
西
ゼ
ミ
の
準備
と
し

て
、
去
る
一日
、
法
学
部
自
治
会
B

O
X
に
約
三
十
人
の
学
生
を
集
め
て

イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
を開
催
した
。

な
お
、法
学
部
自治
会
で
は
、
関
西

法
学
ゼ
ミ
単
位
お
よ
び
個
人
の
で
き

】
る
だ
け
多
く
の
参
加
を
望
ん
で
い

る
.

投
票
期
間
を

一
週
延
長
生協

岩
登
り
の
練

実

習
中
に
骨
折

撃

整

協蕪

区総代の選
た萎

嚢

開票は二・

萎

(謎

講

三越

黙
砿呪薩

篇
馨

鉱
=
時ρ屍
谷会餌で行われ発

午
前
十
一時
十
分
頃
左
駅区
大
腺
の
答

の
生
㎞
総
代
に
対
す
る
関
心
の
薄
さ
の

罰
麗
難
騨
鐸
い犠
鞭
測収轡
縫
鵜
堕 職

員
総
代
理
事
も
決
ま
る

同
君
は
・
た
だ
ち
蟻

大
凝

に
収
一。
た
た
め
、
塁

葺
貧

会
では
投

容さ業

憂

ケ三

鱗
鐸
灘
械蛎
隣

教
套
,叩区
の学
生
総
代
の
選
出
に
っい

ては
二日
まで
に
各
ク
ラ
ス
一人
ず
つ

計
八十
人
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
って

いる
が
現
血
のと
こ
ろ
ま
だ
か
な
り
の

グ
フス
で
末
選
出
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
疋
、学
毘理
事
は
来
る
九
日
に
法
妊

第
圏
で
行
なわ
れ
る
総
代
会
で
選
出
さ
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轟
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三.卿,

朝
日
ジ
ャー
ナ
ル
五
月
二
十
日
岩
に
今
日
出
海

氏
が
今
展
や
って
来
た
イ
ブ
・七
ン
タ
ン
の印
象

を
膚
い
て
い
る
。
ぼ
ん
や
り
翫
ん
で
いる
と
次
の

呂
巣
が
目
に
つ
い
た
。
「長
身
のよ
うす
の
い
い

＼
姿
態
は
、
ど
う
卿
い
て
も
格
詞を
く
ずさ
な
い。

見
事
で
粋
な
動き
で
あ
る
。
が、
ふ
と
私
の
気
に

な
っ
た
の
は
、
彼
の手
が大
さ
い
こと
だ
。
つる

はし
を
持
っ
た
の
か、
ハン
マー
を
に
ぎ
った
の

か知
ら
な
い
が、
これ
も
十
分
し
な
や
か
な
く
せ

に
、大
き
い
のだ
け
が
目
に
残
る
」
手

ー

突
き
いの
が
気
に
な
る
・
手
が
こ
れ

川

ヨ

ー

ロ
ッ
パ

人

の

手

ほ
ど
人
き
いの
は
労
働
で
鍛
え
ら
れ
た

㎜

か
ら
だ
ろ
う
。
と
い
う
推
理
で
あ
る
。

川

だ
が
ヨ
ー
ロ
ッパ
人
、
と
く
に
ラ
テ
ン
系
の
人
の

手
と
足
は
、私
た
ち
と
比載
し
て、背
丈
の
わ
り
に

大
変
大
き
い
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
脚
が
長
い
の

は
皆
よ
く
し
って
い
る
が
、
腕
も
長
い
の
で
あ
る

気
持
が
わ
る
い
ほ
ど
手
が
大
き
い
人
も
珍
し
く
な

い
。
イ
タ
リ
ア
映
画
の
グ
ラ
マ
ー
女
優
だ
っ
て
そ

う
で
あ
る
。
大
き
く
な
っ
て
か
ら
労
働
し
た
っ
て

ふ
し
く
れ
だ
っ
た
り
、
皮
が
あ
つ
く
な
る
こ
とは

あ
る
が
、
手
の
骨
が
目
立
っ
て
成
長す
る
こと
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
か
らイ
ブ
・
モン
タ

ン
が
一般
人
の
水
準
よ
り
並
は
ず
れ
て大
き
く
な

い
と
、
今
氏
の
批
評
は
「背
が
日
本
人
より
高
い

の
が
気
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
と
同
じ
に
な
る
。

」」
71もー'
…

…

私
は
別
に
、
ひ
そ
か
に尊
敵
し
て
いる
今氏
の

マル
キ
パト
の
いう
七
台
始
45で
な
く
、
具
体
的

想
口
を
い
う
っ
も
り
では
.い
。向
う
の人
の
手

な
生
き
た
紘
会
や
政
沿
や
思
想
や
人
闘
の
姿
を
正

が
大
き
い
こ
と
、
そ
れ
を余
り人
が知
ら
な
いら

催
に
つか
む
と
い
う
作
、溝で
あ
る
。
大
変
き
つ
い

し
い
と
い
う
例
を
借
り
た
に
丁
ぎ
な
い。

労
勧
な
の
だ
が
、
や
っぱ
り
み
ん
な
ご
や
ら
臓
ば

自
"
の
こ
と
を
い
つ
のは
は
ず
か
し
い
が突
術

な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
単
な
る
感
覚
や
感
情

を
坦
じ
四
洋
の人
物
像
を
多
少
バ
ラ
ン
ス
と
い
う

を
膚
冴
き
や
「埋
論
」
と
い
う
㎏
目
翌つ
け
て
完

感弦
で見
餌れ
て
いる
私
に
と
って
は
、
写
輿
で

ら
れ
て
は
困
る
の
だ
。
そ
ん
な
こ
と
は
ら必
久だ

見
る
限
り
モン
タ
ン
の
手
は
ふ
つ
う
の
大
き
さ
で

と
は
い
㊨せ
な
い
。
手
の
入
さ
さ
な
ど
は
ど
う
で

あ
る
、よ
く
ミ
ケ
フン
ジ
ニロ
の
「ダ
ヴ
ィ
デ
」像

も
よ
い
が
、
そ
の
た
め
.八
5な
,賦解
を
与
え
て
い

は
手
が不
釣
ムロに
入
き
す
,、一る
と
指
葡
さ
れ
る
。

る
例
は
小
さ
い
私
の
尋
門
貞
賊
に
〆ら
て
いく
ら

肇
笑
七
れ
は
途
力
も
な
く
大
さ
い
手
で
め
る
。
背

で
も
あ
げ
る
肩
威
は
あ
る
の
で
あ
る
。
手
の大
さ

楽
家
な
ど
て
も
手
が
大
.6く
て
有
6
な
人
が
い

い
こ
と
を
唄
視
し
た
た
め
に
ひ
ど
い
目に
"って

る
。
そ
つい
う
の
は
傘当
に
大
き
い
の
だ
。
朝
目

い
る
例
だ
っ
て
あ
る
。
ピ
ア
ノ
がそ
う
で
比る
。

ー

ピ
ア
ノ
は
今
・大
流
9
し
いが
・
あ

一

㎜

の
健
盛
の人
譲

鼻

垂

緒
で

「

あ
る
。中
田
爵崩
氏
に
よ
る
と
、
日
傘

会

田

雄

次

の子
侠た
ち
』実
は
日
傘の
大
人
さ
え

ジ
ャ
ー
ナ
ル
も
今
氏
も
「橦
戯
」
で
あ
る
か
ら
、

到
底
手
に
お
え
な
い入
き
さ
の
も
の
を
鰻
理
や
り

う
っ
か
り
す
る
と
今
復
イ
ブ
・モ
ン
タ
ン
の
手
が
使
わさ
れ
て
い
るの
だ
。
ビ
ア
ノ
の
け
い
こ
を
い

大
き
い
の
が
気
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
感想
談
が

や
が
る子
侠が
多
いの
は
そ
ん
な
折
に
大
き
な
理

そ
れ
を
見
冗
人
々
の
間
で
かわ
さ
れ
る
かも
知
れ

由
が
め
る
そう
だ
。(も
っと
も
鰻
池
オ
ル
ガ
ン
に

な
い
。
ど
う
も
日
本
人
は
「梶威
」
がお
好
き
だ

は
日
奉
の子
供
用
の
が
で
き
た
)。私
た
ち
は
好
む

か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
私
はそ
れ
に
文
句
を
い
と
好
ま
な
い
に
拘
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
ヨ
ー
ロ
ソ

う
訳
は
な
い
。
そ
のた
め
、ジ
ャー
ナ
リ
ズ
ム
が

パ
的
な
も
の
を
う
け
入
れ
て
行
く
だ
ろ
う
。
喬
妙

栄
え
、
岩
波
王
国や
慶大
がそ
びえ
て
いる
の
だ

な
間
違
を
し
て
苦
レ
ま
な
い
た
め
、
地
に
足
を
つ

か
ら
。
た
だ
ど
う
も
私た
ち
の
外
国
に
対
す
る
知

け
た
知
り
方
を
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
決
し
て
ヨ

識
は
、
え
ら
い人
女
もま
じ
え
て
、理
論
に
は
し

ー
ロ
ソバ
は
万
物
の
尺
度
で
は
な
く
、
日
本
と
は

っ
て
足
が
地
に
つ
いて
いな
いか
、
不
勉
強
で
感

大
変
ち
が
って
い
る
と
い
う
こ
と
を
本
当
に
知
る

覚
だ
け
に
頼
る
か
、
の
二極
点
に
分
裂
し
て
い
る

た
め
に
。

よ
う
な気
がす
る
。足
を
地
に
つけ
た
理
解
と
は

(京
大
人
文
科
研
助
教
授
・西
洋
文
化
史
)

れ
る
予
定
で
あ
る
.

一方
、
職
員
総
代
・理
事
は
次
の
よ
う

に
決
冠
し
て
い
る
.

職

員

縁

代

庶
務
部
区
佐
野
安
宏
経
理
邪
区
中
村
順

夫
、
吉
川
峯
雄
技
術
課
区
出
口
与
二
郎

学
生
部
・保
診
縢
村
雄
左
右
図
書
館
・

防
災
仙
頭
毅
法
学
部
区
富
岡
平
治
文
学

一部
区
村
松
役
之
助
、
生
駒
時
秀
経
済
学

部
区
尾
崎
芳
治
教
青
事
部
区
.呂
崎
紀
正

農
学
部
区
八
木
勝
次
、
中
商
,爪隆
理
掌

部
・基
研
悶
田
謙
盲
、
上
村
喜
代
、
中

「村
以
子
、堀
凪子
工
宇
部
区
北
凍
撮
男
、

藤
本
鮭
医
学
部
・ウ
研
松
村
昭
一
、
宮

本
了
邦
病
匠
井
坂
桂
子
、
継
根
健
大
、

団
畠
元
代
,
谷
口
洋子
教養
郡区
大
漕

蓮
⊥q、
小
林新
治
、
伸
口眸
、ド
村
昇

㎝農
瑚
・食
研北
尾辛
一濱
習
林
琳城
日

郎
化
研
.
工研
前
田
次郎
人
文
科
研
園

一田
辰
大木
研
.教
藻

木々
邦
墓

学部
区
柿
谷
清
治
結
研
大
阪
泰
夫
諸
団

}体瀬
戸武
史
、宇
高
正
徳
、
中
田
勇
次

郎
、榎
本
正
雄

職

員

理

事

片
村
永
樹
(病
院
)
足
利
未
男
(教
養
)

鷲
田
清
一
(工
)
西
村
博
利
(施
設
)

清
水
敬
次
(法
)
麺
山
慈
孝
(農
)
福

島
徳
寿
郎
(法
)
原
田
英
司
(理
)

景
文
筆
の
後
三

年
役
絵
巻
な
ど

付
属
図
書
館
で絵
巻
展

六
月
十
二
日
(火
)か
ら
十
五
日
(金
)

ま
で
京
大
付
厨
図
欝
館展
示
努で
、絵

巻
展
観
が
催
さ
れ
る
。時
間
は
午
前
十

時
か
ら
午
後
四時
ま
でで
あ
る
。
こ
の

絵
巻
展
に
は
本
学所
蔵
の
複
製
・模
本

の
　
　
　
が
　ヘポさ
れる
が
へ
　
ヰ
の

鷺難
縫

詞
、北
野天
神
縁
起
、
長
谷
雄
草
子
、

病草
子
、鳥
獣
戯
画
、
一遍
上
人
絵
伝

など
著
名
な
も
の
が
ず
ら
り
と
並
ん
で

いる
。　き

　

顯
五
・三
〇
統
一行
動
に

は
予
想
を
は
る
か
に
上

ま
わ
る
政
暴
法
以
来
の

大
衆
勤
員
を
か
ち
と
り

ま
ず
ま
ず
の
成
功
を
お

さ
め
た
▼
こ
の
日
に
さ
き
立
っ
て
お
な
【

じ
み
川
端
暑
の
お
マ
ワ
リ
さ
ん
が
学
生
}

欄欝
鍵
簗
蟄

そ
の
脅
し
と
も
親
切
心
とも
つ
か
ぬ
苛

妙
な
前
ぶ
れ
に
京
大
同
学会
も
いさ
さ

か
緊
張
の
色
を
み
せ
、
"いざ
とな
り

ゃ
あ
坐
り
こ
む
さ
π
と
い
った
開
き
直

り
を
ち
ら
つ
か
せ
つ
つ
も大
衆
動
員
に

い
っ
そ
う
拍
慮
を
かけ
た
▼そ
ん
な
時

に
限
っ
て
突
飛
な
こと
が
起
る
もの
で

統
一行動
日
の前
日
、パ
ト
カ
ー
が
一

台
フ
ル
ス
ピー
ド
で西
部
構
囚
に
と
び
「

込
ん
で
き
て何
事な
る
か
と
西
部
の
住

人
を
緊張
さ
せ
た
.
し
か
し
息
せ
き
切

っ
て
かけ
て
き
た警
官
が
何
を
し
で
か

し
た
の
か
し
ら
ぬ
が
凶人
の
中
学
生
を

西
罷構
室
前
へ遍
い
っ
め
彼
を
捕
え
て

幕
と
な
った
。
逮
捕
さ
れ
た
少
年
を
た

め
つす
が
め
っし
て
見
直
し
て
い
た
同

学
会
A
君
の
緊
張
し
た
顔
が
印
象
的
だ

った
▼
し
か
し
と
も
か
く
も
、
当
日
は

教
養
部
を
中
心
に
し竜
京
大
か
ら
千
人

、
府
学
運
全
体
で
は
二
千
人
を
ら
く
に

越
え
る
大
動
員
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に

は
さ
す
が
の
機
動
隊
も脅
や
臼
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
で
身
を
か
た
め
な
が
ら
何
ら
な

す
す
べ
が
な
か
っ
た
よ
う
だ
.
四
条
通

り
一ぱ
い
に
フ
ラ
ン
ス
デ
モ
を
展開
し

な
が
ら
円
山
公
囲
め
ざ
し
てく
る
のを

見
て
、
石
段
ド
に
集
ま
っ
て
いた
市
民

の
聞
か
ら
一瞬
驚
嘆
の声
が
上
った
と

う
▼
循
導
者
は
全
貝
バク
ら
れ
る
だ
ろ

う
な
ど
と
ち
ょ
っ
ぴ
り悲
濾
脈
す
ら
加

わ
っ
た予
想
は
い
っ
ぺん
に
ふ
き
と
ん

誕
り麟
麩
鞭
磁鍵

ひ
ろげ
る
　　
にな
いと
い
う
　
　
ゑ
　

難
灘
雛

・依く
し
て
いる
参

鍔

竺

に
宝

}

な
一石
を
投
じ
た
も
の
と
し
て
も
期
待

を
か
け
た
い
。

道

元

の

哲

学

強パ
ニ○
剛

想
号

灘

驚アガ
,

憲

懸朋辮鰹欝に就い鰻講理墓糞尼)……出産

哲

学

皮

話
(5

)
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代

独

東京

大学

助教

授
常
木
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続
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そ
の
理
論
と
応
用

郁交

堂編

築部
編

B小
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四〇

貢

ド

イ

ソ

語
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あ
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書
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訂
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史
櫛
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勇蔵

編1
麗
商
主
義
か
ら
現
代
ま
で、
経
済
学
の発

展を

夫
汝の専門研究者が包枯的に跡づけた通史・璽版出来

独

占

資

本

-
腸代
へ
齢

鵬イギリスへの道¥

入
江
節
次
郎
著
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国主

戯研

究ブ

ーム
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出色
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近

代

経

済

学

と
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上
林
貞冶

郎著
ー
近代
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{

学
区
制
度
の
研
究

国
家
権
力

と
村
落
北

千
葉

正
士

著

藩者
は

都
立
大
学
教
授

法
社
会
学
専
攻

ハ
同

体

教育
行政
制
度
と
し
て
の
学
区
と
い
う
国
家
的制
度
を
作
り

だし
た政
治
榴
力
と
これ
を
う
け
て
反
携
す
る
村落
共
同
体

と
いう
社
会
的
な
力
と
の
対
抗
関
係
を
分
析し
よ
う
と
す
る

法
社
会学
的
研
究
か
ら
教
育
制
度
諭
、
教
胃
史学
、
行
政
法

学
、
政治
学
な
い
し
地
方
制
度
史
学
、
日
本史
学
、
社
会
学

草 書 房 霧窮驚

の
多
部
門
にわ
た
る
ボ
麦

!

ラ
イ
ン
上
の諸
問嬰

稼

勤

合
的
に研
究
し
、
村
落
共
同
体
と
国
家
榴
力
と
の関
係
を
ダ

イ
ナミ
ソク
な
カ
の
　
　
　
　
の
　
ま
とし
て
み
たり
ま
さ

　
ヨ
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闇鮒暢夫悌鳴

鱒
㎜学

㎜

一

、葦
月
二十
五
日
に
東
原
日
比
谷
公
会

堂
で開
か
れ
た自
民
覚
演
説
会
の
席
上

池
田
首相
は
「現
行の
大
学
讐
理
制
度

を再
検
討
レ
た
い」
と
いう
注
目
す
べ

き
発
言
を
行
な
った
.

(第3種邨倭物認可)

大
学
管
理
制
度
,改
憲
阻
止
に

五
者
共
闘
で
立
上
が

ろ

う

対
し
て
「大
学
の
組
織
・編
成
、智
理

・運
営
」
に
関
す
る
醗
閻
を出
し
、実

行
機
関
と
し
て
大
学
管
理運
営
改
普協

議
会
を
設
置
レ
て
い
る
.
そ
し
て
六
月

中
旬
に
出
る
は
ず
の
中
教
審
中
間
報
告

の
答
申
を
待
って
動
き
出
し
、
秋
の
通

が
固
ま
った
結
果
と
い
え
よ
う
.

二

中
教
審
の
中
聞
報
告
に
も
ら
れ
る
と

予
想
さ
れ
る
の
は
次
の
三
点
で
あ
る
.

一、
文
相
が
大
学
の
管
理
,還
営
に

監
督
椎
を
持
つべ
き
で
あ
る
。
二
、
大

学教
冒
の政
治
活
動
と
天
学
の
自
治
の

限界
。
三
、学
生
の人
問
形
成
と
学
生

生
活
の補
導
。
、

個
女
に
っ
い
て
い
うな
ら
、
一は
政

あ
る
な
ら
、
そ
の
中
で
、
権
力
に
迎
合

せ
ず
、
ま
た
犯
さ
れ
る
こ
と
な
く
、笑

質
的
に
大
掌
の
自
治
を
守
り
お
レ
毯
め

る
の
は
こ
う
し
た
教
官
の
思
想
で
あ
り

行
動
で
あ
る
と
い
え
る
.
し
た
が
っ
て

そ
れ
を
規
制
す
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
に

大
学
の
自
治
の
骨
抜
き
で
あ
る
。
三
は

学
生
を
大
学
の
自
治
の
一方
の
担
い
手

と
み
る
場
合
、
二
と
同
じ
こ
と
が
い

る
.
し
か
し
、
こ
こ
で
さ
ら
に
窟
要
な

政
府
は
こ
れま
で
・現
行
の
制
度
が
気
常国
会
に
持
別
立
法
と
し
て
提
案
さ
れ

府
が
直
接
大
学
の管
理運
営に
タ
ッチ

点
は
、
こ
れ
が
、
学
生
運
動
の
巧
妙
な

り
、
そ
れ
に
向
け
て
ま
ず国
内
体
制
の
動
き
を完
全
に封
じ
込
む
こ
と
に
よ
っ

教
授
会
、
評
議
会
に
大き
な比
璽
を
持

た
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
から
、
一
、

学
長
、
学
部
長
、
評
議
会
、教
授
会
な

ど
の
権
限
責
任
が
明
確
で
な
く
.ま
た
、

教
官
の
任
免
、
職
分
が
野
放
し
に
な
っ

て
い
る
.
二
、
文
相
に
大
学
行
政
の
監

督
権
が
な
いの
で
最
終
賞
任
の
所
在
が

明
雁
で
な
い、
な
ど
の
点
で
、
砒
判
的

な見
解
を
持
って
い
る
.
そ
し
て
す
で

に
文
部
省
で
は
、
中
央
教
曹誌
罐
会
に

第1108号

る
見
通
し
が
強
ま
って
き
た
。
し
か
も

す
る
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
には
、
彼

現
在
の
と
こ
ろ
「中
聞
報
告
の
内
奮

ら
支
配
椎
力に
と
っ
て
好
ま
しく
な
い

次
第
」
と
し
て改
定
の
幅
は
明
確
に
し

人
物
が
学
長
な
り
学
部
長
、
教
授に
選

て
い
な
い
が
、中
教
審
の
性
格
か
ら
し

任
さ
れ
た
場
合
に
"監
督
鐸
と
い
う名

て
、
答
申
の内
容は
ほ
ぼ
政
府
。文
部

目
で
そ
の
人
選
を
葬
り
去
ら
れ
る
こ
と

省
の
見
解
に
見
含
った
も
の
と
いう
見

も
あ
り
う
る
し
、
そ
の
他
の
大
学
行
政

当
が
っ
く
し
、
同報
告
の
内
容
を
全
面

に
っ
い
て
の
決
定
に
対
し
て
も
同
様
な

的
に
笑
施
し
よ
う
と
して
いる
こ
と
は

こ
と
が
い
え
る
。
二
は
明
ら
か
に
進
歩

あ
き
ら
か
で
あ
る
.
池
田首
相
の
発
言

的
な
教
冒
の
動
き
を
封
じ
る
も
の
で
あ

は
、
彼
ら
の
こ
の
問
題
に
対す
る
決
憩

る
。
教
授
会
が
大
学
目
治
の
狙
い
手
で

'

弾
圧
の
手
段
で
あ
る
こ
と
だ
。
公
安
条

例
や
警
冨
の
新
規
則
が
露
骨
に
大
衆
運

動
の
弾
圧
を
ね
ら
った
も
の
と
す
れ
は

これ
は
、
そ
の最
も
戦
闘
的
な
部
分
え

であ
る
学
生運
動
を
、日
常
的
に
学
竺

生
沽
の中
で巧
妙
に
弾
比
しよ
つと
了

る
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
こ
れ
は
、
勤
評
の
冥
砧
に

よ
り
、
小
・中
・高
枚
に
対
す
る
又
配

体
制
の
雌
M
を
於
え
た
反
動
勢
力
が
、

O

●産業界の動脈の役割を果たすもの

です

 

プ富士三機鋼管のパイ
ρ

それは

●産業の基幹をなす鉄鋼に対する将来の矯要の見通し嵐 運産省あ
るいは鉄鯛連盟などの長期予想にも見られる通り極めて顕著な伸

長率をしめしております。

●富士三旗鋼管は、将来の需要増加に即応するため、昭和35隼7月

募議登朧 認轟譜壽昌罪讐警ε奪綴蒙鶴
ました。

●世はあげて技術革新の時代です。激い ・競争にうち勝ち・粟界の

先頭に立つためには、周到なる長期計画が必要でありますo
当社は200億 余円の巨費を投じて、名古匿新工場の建設ならびに

既存川崎 ・中津両工場の設備の長期含理化計画のもとに着々と工

事を進めており、既に、名古屋工場はその一部が完成し、いよい
よ5月 から稼鋤開始することになりました。

●当社では1.社 業を通じて公共に寄弓する.

2.会 社の繁栄は人の和によウて達せられる●

3・ 研究と鰐 は全ての稗 の生命である・

この3つ の社是を指標とし、長期計画達成のため全員が、一致団

結して、生産意欲を燃やしております。ズへ

●柔界の覇看に壕るべく、研死を霊ね創遼をζらしてまい進する富
士三櫓鋼管を青負う、著い有為な人々の入社を、全社があげてお

待ちしております●

 

鎌 〆
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「

L

「ど
う
し
て
か
し
ら
。
」

「緊
張
し
て
る
せ
い
だ
ろ
う
。
」

「ち
が
・2
U
。
あ
ん
た
が
余
り
見
詰
め
る
か

ら
よ
。
見
て
ば
っ
か
り
い
る
ん
で
す
も
の
」

千
恵
子
は
、
ほ
っ
と
た
め
息
を
つ
い
て
窓
の

外
を
見
た
。

君
は
、
三
本
目
の
バ
ナ
ナ
の
皮
を
む
く
と
、

ゆ
っ
く
り
と
食
べ
始
め
た
。

君
は
、
女
の
眼
を
一目
見
れ
ば
理
解
出
来
る

も
の
だ
と
信
じ
て
い
た
。
眼
と
眼
の
遊
遁
に
於

け
る
一
瞬
の
ひ
ら
め
き
で
判
断
し
た
。
直
感
を

信
じ
た
。
そ
の
自
分
の
天
性
の
本
能
を
信
じ

た
。
君
は
、-第
一
印
象
偏
重
だ
っ
た
。
会
っ
て

話
し
て
み
な
け
れ
ば
人
は
分
ら
な
い
も
の
だ
と

い
う
俗
説
は
信
じ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
も
の
を

信
ず
る
の
は
、
感
受
性
の
鈍
い
人
間
の
い
う
こ

と
だ
と
き
め
つ
け
た
。
君
は
感
受
性
の
鋭
い
こ

と
に
自
惚
れ
て
い
た
。
自
惚
れ
る
丈
で
は
満
足

せ
ず
、
他
人
に
も
そ
れ
を
認
め
さ
せ
た
。
認
め

な
い
人
間
は
頭
の
中
で
抹
殺
さ
れ
た
。

千
恵
子
は
、
君
の
直
感
で
知
っ
た
女
だ
っ

た
。
シ
ク
ナ
ル
が
赤
だ
っ
た
時
偶
然
知
っ
た
女

だ
っ
た
。
シ
グ
ナ
ル
が
青
に
変
わ
つ
て
も
、
二

人
は
し
ば
ら
く
じ
っ
と
互
い
の
眼
を
見
て
い

た
。
千
恵
子
は
、
背
高
が
君
と
六
～
し
か
連
わ

な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
い
る
自
分
達
に
気
付
く

と
、
二
人
と
も
顔
を
赤
ら
め
た
。
そ
れ
で
充
分

だ
っ
た
。

こ
の
計
画
を
思
い
付
い
た
の
も
千
恵
子
だ
っ

た
。
君
が
年
下
で
あ
る
と
い
う
気
安
さ
も
あ
っ

て
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
君
が
帰
省
す
る

時
、
千
恵
子
も
一
緒
に
汽
車
に
乗
る
。
そ
し
て

千
悪
子
は
好
き
な
所
で
下
車
す
る
。

君
は
夜
行
で
帰
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
を
電

話
で
聞
い
た
時
、
千
恵
子
は
、
警
戒
し
た
み
た

い
だ
っ
た
。
寮
を
出
る
時
も
、
そ
の
不
安
を
感

じ
た
。
千
恵
子
は
来
る
だ
ろ
う
か
。
来
な
い
よ

う
な
気
も
し
た
。

外
は
く
も
っ
て
、
雪
が
降
り
出
し
そ
う
だ
っ

た
。「ト

ン
ネ
ル
に
入
っ
た
み
た
い
・
」

君
が
、
バ
ナ
ナ
を
食
べ
終
っ
て
か
ら
長
い
沈

黙
の
後
の
言
葉
だ
っ
た
。
窓
外
を
、
間
隔
を
お

い
て
電
球
の
光
り
が
通
過
し
て
行
く
の
が
そ
の

証
拠
だ
っ
た
。

窓
ガ
ラ
ス
の
水
滴
は
全
て
流
れ
落
ち
て
、
ガ

ラ
ス
の
面
全
体
が
一様
に
濡
れ
て
い
た
。
,

小
電
球
の
赤
い
光
り
が
通
過
す
る
た
び
に
、

ガ
ラ
ス
に
映
っ
た
千
恵
子
の
片
頬
が
規
則
的
に

が
、
そ
の
接
触
を
と
う
し
て
痛

い
ま
で
に
感
じ
ら
れ
た
。
君

も
、
静
か
に
静
か
に
心
を
こ
め

て
、
膝
頭
を
お
し
出
し
た
。
足

を
さ
っ
と
引
い
た
千
恵
子
は
云

っ
た
。
「私
し
、
次
の
駅
で
下
り
る

の
Q
友
達
の
家
が
あ
る
の

よ
。
本
当
は
県
境
の
K
駅
ま

で
一緒
に
行
く
つ
も
り
だ
っ

た
ん
だ
け
ど
。
」

「そ
う
。
」

君
は
、
内
心
の
動
揺
を
か
く

し
て
い
か
に
も
自
分
は
今
眠
た

い
の
だ
と
い
う
無
関
心
さ
で
云
っ
た
。
だ
が
、

そ
れ
で
も
千
恵
子
の
心
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
は

な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
前
額
に
あ
て
た
腕
の
中

で
目
を
開
い
て
下
を
見
た
。
千
恵
子
は
、
き
ち

ん
と
膝
を
そ
ろ
え
て
座
わ
り
な
お
し
て
い
た
。

片
方
の
膝
の
上
に
白
い
な
め
ら
か
な
手
が
ち
ょ

こ
ん
と
乗
せ
て
あ
っ
た
。
君
は
、
自
分
の
手

を
そ
の
上
に
重
ね
た
か
っ
た
。
そ
の
手
は
、
そ

れ
を
待
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
だ
が
、
そ

の
あ
と
の
自
分
の
気
持
を
恐
れ
て
止
し
た
。
千

恵
子
と
一緒
に
自
分
も
下
車
す
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

君
は
、
目
を
上
げ
る
と
詔
し
を
請
う
よ
う
な

調
子
の
小
声
で
い
っ
た
。

「衡
動
を
が
ま
ん
す
る
こ
と
は
い
い
こ
と
な

・先
だ
ね
。
」

千
恵
子
は
黙
っ
て
う
な
ず
い
た
。

「だ
が
、
余
り
が
ま
ん
す
る
の
は
よ
く
な
い

こ
と
だ
聡
。
」

千
恵
子
は
、
何
か
い
お
う
と
し
て
唇
を
勤
し

た
。君
は
、
今
自
分
が
何
を
い
っ
て
る
の
か
解
ら

な
か
っ
た
。
千
恵
子
の
気
持
も
解
ら
な
か
っ

た
。
解
る
の
は
、
今
自
分
が
矛
盾
し
た
こ
と
を

い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
だ
が
、
そ

の
ま
ま
、
自
分
の
気
持
を
表
現
し
得
た
と
思
っ

た
。汽
車
は
大
き
く
カ
ー
ブ
し
て
い
た
。

君
は
、
そ
の
カ
ー
ブ
の
向
う
に
点
女
と
明
滅

す
る
町
の
灯
を
認
め
た
。
だ
が
平
然
と
し
て
い

た
。「あ
の
町
で
下
り
る
ん
だ
ね
。
」

君
は
、
窓
の
向
う
に
だ
ん
だ
ん
と
近
づ
い
て

く
る
町
の
灯
を
指
さ
し
て
い
っ
た
。

「た
ぶ
ん
、
そ
う
ね
。
」

千
恵
子
も
無
関
心
に
い
っ
て
立
上
っ
た
。

君
は
何
か
が
逃
げ
て
行
く
よ
う
な
あ
せ
り
を
感

:の 展開のなかから

あなたの道が性 れる
七学工業界の変革の申で、家軍

合成化学の3つ の展開は大きく

明待されています.
1榊 大河内生産賞に輝くアクリ

1レ系樹脂国産技術にょる前進 。

2。・・製鉄化学 ●石油化学コンビ

ナ鱒ト参加による体制の強化 ●

3… 加工度の高い第2第3次 製

品進出による製晶ψ多角イピド
ニの展開は貿易自由化に揺がぬ

東互合成の新路線であ り、あな

たのための未来への道なのです

㊧策難
●資本金32億円 ●年間売」ヒ商200億 円
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常(第3種も使物認萌第1108号

コ
ラ
ム
「文
学
の
中
の
青
春
像
」に
対
す
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
レ
た
の

で
、
同
欄
担
当
者
の
こ
の
意
見
に
つ
いて
の見
解
を
合
わ
せ
て
こ
こ
に
掲

載
し
ま
す
。
な
お
、
今
後
岡
様
の形
で
随時
反
論
、
意
見
を
取
り
上
げ
て

い
く
方
針
で
す
の
で
、ど
し
ど
し
投
稿
し
て
下
さい
.
(纏
集
部
)

京
都
大
学
新
聞
四
月
三十
日
号
所
載

の
「文
学
の
中
の
胃
轡像
(ー
)瀬
川

丑
松
9破
戒
6
」
に
つ
いて
一9
私
見

を
述
べ
さ
せ
て
いた
だ
く
.

同
記
事
で
指
摘
さ
れて
いる
と
お
り

当
時
の
社
会
で
部
落民
がそ
の
身
分
を

明
か
に
し
た
時
、
とる
べき
道
は
三
つ

あ
り
、
再
び
部
落
に
戻る
か
、宋
知
の

土
地
に
移
る
か
、
蓮太
郎
の
道
を
た
ど

る
か
で
あ
る
.
そ
し
て
、丑
松
は
こ
の

う
ち
第
二
番
目
の
方法
を
と
った
。
こ

れ
は
碓
か
に
逃
避
であ
り
、丑
松
の
中

に
行
動
性
の
あ
る
現代
的
胃
年
像
を
見

出
す
こ
とほ
困難
で
あ
る
。
が
し
か

し
、
丑
松
の
と
った
処
置
が
、単
な
る

逃
避
と
し
て
か
た
づ
けら
れ
て
よ
いも

の
で
あ
ろ
う
か
。

三
つ
の
道
の
う
ち
、第
一番
目
の
道

は
社
会
的
に
何
ら
の変
化
も
も
た
ら
さ

な
い
か
ら
、
こ
こ
では
問
題
で
は
な

い
.
従
っ
て
、
第
三
番目
の
方
法
に
っ

い
て
考
え
て
み
よ
う
。

猪
子
董
太
郎
は
、
丑
松に
と
って
は

礪
か
に
理
想
像
で
あ
り
、そ
の
勇
敢
な

社
会
運
動
は
羨望
の的
であ
った
。
そ

し
て
、
丑
松
自
身
はそ
の理
想
と
、
自

己
安
泰
の
感
情
と
の葛
藤に
苦
し
ん
で

い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で考
えて
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、猪
子
蓮
太
郎

1齢噌 鱒・鱒001嘱,1・o.9●・

 

が
果
し
て
ほ
ん
と
う
の
理
想
像
で
あ
っ

た
か
、
と
い
う
こ
とで
あ
る
。
私
は
、

「破
戒
」
全
篇
か
ら
、
撞
太
郎
の
行動

丑松に見られる現実性
ロ
ず

8

レ
♂

一=■顧

9

●
"

「文學の中の青春像①破戒の丑松」を読んて

弘中田

が
勇
気
あ
る
も
の
、
理
性
に
め
ざ
め
た

も
の
と
し
て
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
悲
哀

に
満
ち
た
憂
う
べ
き
も
の
の
よ
う
な
ふ

ん
囲
気
を
も
っ
て
い
るの
を
感
じ
と
っ

た
。
蓮
太郎
は
、自
身
で
部
落
民
を
賎

し
い
もの
と
して
認
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、例
え
ば
、

「だ
っ
て
、君
、考
え
て
見
て
く
れ
た

ま
え
、あ
の
高
柳
の
行
為
を
考
え
て
見

てく
れた
ま
え
、
あ
あ
、
い
く
ら
わ
れ

わ
れが
無
知
な
卑
賎
し
い
者
だ
か
ら
と

い
って
、
踏
み
つけ
ら
れ
る
に
も
ほ
ど

があ
る
。ど
う
し
て
も
あ
の
よ
う
な
男

に
勝
た
せ
た
く
な
い
」

と
いう
謬
葉
に
よ
って
知
る
こ
と
が

でき
る
。そ
し
て
、
こ
の
蓮
太
郎
自
身

の
言
葉
を味
わ
って
み
る
時
、
私
は
、

部
落
民
であ
る
こ
と
に
よ
って
教
壇
を

邊放
さ
れた
蓮
太
郎
自
身
が
、
激
し
い

恨
り
を感
じ
な
が
ら
も
、
自
分
の
身
分

を
認
めて
そ
れ
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
ず
、
いた
ず
ら
に
身
を
も
が
い
て
い

る
に
す
ぎな
いの
を
感
じ
と
る
こ
と
が

で
き
る
。き
びし
い社
会
の
中
で
、
陸

の上
にあ
が
った
魚
のよ
う
に
、
ピ
チ

ピ
チ
とは
ね
て
いる
だ
け
で
あ
って
、

そ
こ
に
は何
かし
ら
背
笑
を
伴
な
う
哀

れ
さ
を
呼
ぶも
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
演説
会
の
後
、
暴
漢
、
す
な
わ

ち
社
会
の力
に
よ
って
命
を
奪
わ
れ
て

し
ま
った
の
で
あ
る
。も
し
、
作
者
が

蓮
太郎
を部
落
民
の埋
想
像
と
し
て
描

いた
と
す
れ
は
そ
れ
は
不
成
功
で
あ
っ

た
と思
う
。当
時
の
祉
会
現
笑
を
み
る

時
、た
だ
、
「我
は
部
落
民
な
り
」
と

一人叫
ん
で
みた
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
を

受
け
い
れ
て
く
れ
る
空
気
が
存在
し
な

か
っ
た
.
蓮
太郎
の
よ
う
な手
段
を
と

った
場
合
、
か
え
っ
て
自
己を
不
利
に

導
き
、
貴
重
な
生
命
が無
駄
に失
な
わ

れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
それ
は
、
社

会
の
現
実
を無
視し
た
や
り
方
で
あ
っ

て
、
決
し
て
理想
的
な生
き
方
と
は
い

え
ま
い
。
我
女
現代
青
隼
は
、
個
人
の

力
の使
用
に
つい
て深
く
考
墓
てみ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い。

猪
子
演
太郎
自身
が
、部
落
民
の
瑚

賊
な
る
を認
め
て
、
い
たす
ら
な
叫
び

を
し
て
い
た
と
いう
こと
、当
時
の
祉

会
が
、
蓮
太
郎的
社会
運
動
を
容
易
に

受
け
谷
れ
な
か
っ
たと
いう
二
点
に
お

い
て
、
私
は
、
三
っ
の道
の
う
ち
第
三

の
道
は
、
当
時
の
柱会
にお
いて
、
決

し
て
埋
想
的
な
賢
明
な
遭
では
な
か
っ

た
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
こで
、
三
つ

の
道
の
う
ち
、
一番
現
実性
があ
り
、

当
時
実
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
いた
と
い

わ
れ
る
道
、
そ
れ
が
丑
松
のと
った
第

二
の
道
疋
っ
た
の
で
あ
る。
丑
松は
確

か
に
行
動
性
の
欠
如
に
お
い
て致
命
的

で
あ
っ
兀
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
から
と

い
って
、
丑
松
に
溜現
代
的青
隼像
訂

簸
蔓
襲
蔽齢
塾

丑

松

に

内

在

す

る
問

題

点

「文
学
の
中
の
胃
春
像
」
第
一

回
目
の
"丑
松
4
の
項
の
猪子
蓮

太
郎
の
私
還
(雅
習
を
含
め
た
四

人
)
の
見
解
に
関
し
て
法
学
部
の

田
中
君
か
ら
反
論
が
な
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
反
論
に
対
し
て
、
私

達
の
蓮
太
郎
観
を
、
討
論
さ
れ
た

内
谷
に
即
し
て
述
へ
て
み
た
い
.

ま
ず
最
初
に
断
っ
て
お
き
た
い

こ
と
は
、
こ
の
コ
ラ
ム
を
出発
さ

せ
る
に
あ
た
っ
て
作
者
を
ど
う
作

中
の
人
物
と
の
関
連
で
と
ら
え
る

か
と
い
う
問
題
を
、
作
中
人
物
そ

れ
自
身
を
追
う
点
に
璽
心
を
お
い

て
、
作
者
の
作
品
へ
の
介
入
を
極

力
避
け
よ
う
と
い
う
形
で
解
決
さ

せ
て
お
く
と
い
う
申
しあ
わ
せ
が

行
な
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は

持
殊
に
現
代
的
な
ス
ポ
ッ
ト
の

み
を
あ
て
て
、
私
達
自
身
が
圭
体

的
に
作
中
人
物
の
中
に
入
っ
て
い

こう
と
レ
た
た
め
で
す
。
さ
て
、

そ
う
し
た
場
合
、
蒲
太
郎
が
作
者

藤
村
が
抱
いて
い
た
理
想
像
と
し

た
、
少
く
と
も
彼
自
身
が
そ
う
意

図
し
て
いた
こ
と
は
ほ
ぼ
想
像
で

き
る
の
で
す
が
、
そ
の
理
想
像
な

る
も
の
が
実
は
あ
ま
り
徹
底
し
て

堀
り
下
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が

一
っの
問
題
と
し
て
出
て
き
て
し

ま
う
。
つま
り
、
自
己
を
あ
る
意

昧
で
客
観
視
す
る
こ
と
が
で
き
、

己
の
置
か
れ
た
社
会
環
境
と
の
そ

れ
の
相
克
を
何
と
か
自
分
と
の
問

題
と
し
て
内
面
深
く
探
る
こ
と
を

迫
った
近
代
的
自
我
-
丑
松
を
経

て
↓
蓮
太
郎
と
い
う
図
式
が
成
り

立
た
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
した
い

のは
蓮
太
郎
が
丑
松
よ
り
明
ら
か

に
近
代
的
で
あ
る
か
否
か
の
み
で

両
者
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い

点
で
ず
。
特
に
、
田
中
君
が
論
ず

る
よ
う
に
蓮
太
郎
が
社
会
に
受
け

いれ
ら
れ
な
い
、
単
に
社
会
か
ら

離
れ
て
「踊
って
」
い
る
だ
け
だ

と
いう
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
さ
ら
に
ま
た
、
方
法
論
と
し

て
蓮
太
郎
が
社
会
か
ら
浮
き
あ
が

って
いる
か
否
か
が
大
き
な
問
題

と
は
な
り
得
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
丑
松
が
蓮
太
郎
の
直
を
歩
め

な
か
った
の
は
、
蓮
太
郎
が
「踊

っ
て」
いた
か
ら
で
は
な
く
て
、

問
題
は
丑
松
の
方
に
よ
り
多
く
残

さ
れ
て
いる
と
考
え
る
べ
き
で
は

な
いで
し
ょう
か
。
蓮
太
郎
を
7

碑
想
4
で
は
な
い
と
見
る
の
は
明

ら
か
に
現
代
の
わ
れ
わ
れ
の
目
で

す
.
(文
賃
・オ
)

せ
る
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の意

味
に
お
い
て
、
丑
松
の
と
っ
た
道は
、

一っ
の
函
提
な
る
解
択
万
法
で
あ
った

の
で
あ
り
、
単
な
る
逃
避
と
し
て
かた

づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
間
の
事
情
から

次
の
こ
と
を
学
ぶ
へ
き
で
あ
る
。

現
笑
の
矛
盾
に
気
が
っ
いた
から
と

い
・
ぎ

ち
に
行蓼

す
き

つ
}

意
昧
で
の
行
期
性
に
お
い
て
、現
代
的
.

青
ヰ
像
が
形
成
さ
れ
ては
なら
な
い
。

一見
埋
想的
に
見
え
る蓮
太
郎
は
、
実

は
現
実
洞
祭
の
力
に欠
如し
て
いて
、

社
会
の
中
で
一人
踊
っ
て
いた
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
あ
れ
ほど
蓮太
郎
に
心

酔
し
て
い
た
丑
松
を
、そ
の連
動
に
ひ

き
い
れ
る
だ
け
の
力
を
持た
な
か
った

こ
と
で
わ
か
る
.

し
か
し
私
は
、
丑
松
はや
は
の
現
代

的
青
隼
像
に
は
ほ
ど
、憾か
った
と
いう

(雅
)
氏
の
意
見
に
賛意
を示
して
お

か
ね
ば
な
る
ま
い
。
(京
大法
学
部
=

回
生
)
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小 林 妙 薯
「強制招待旋行」

旦
小共
産
覚
は
、

昭
和
二
十
七
年
の
火

災
ビ
ン
闘
争
を
契
機

と
し
て
、
そ
の
後
の

六
全
協
で
、
極
左
固

険
主
義
か
ら
百
八
十

度
転
換
し
て
、
含
口

の
民
民
路
線
への
方
向
を
た
ど
った
。

作
者
小
林
勝
は
、当時
、日
共
主
流
派

に
属
し
、
一下
部
党
員
と
し
て
実
際
に

彼
目
身
の
手
で
火
災
ビ
ン
を
投
げ
、
そ

し
て
検
挙
さ
れ
た
。
彼
は
足
か
け
八
年

の
裁
判
の
の
ち
に
敗
訴
し
て
、
半
年
聞

刑
勝
所
生
活
を
込
った
が
、
こ
の
著

は
、
獄
中
で
欝
い
た
戯
曲
「慌
」な
ど
と

と
も
に
、
そ
の
時
の
体
験
を
ドキ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
風
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

彼
は
、
こ
の
著
の
刊行
に
あ
た
っ
て

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
著
の
中
で

彼
自
身
を
一個
の
実
験
体
と
し
て
と
ら

え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
刑
務
所
と
い
う

一
っの
枠
に
は
め
こ
ま
れ
、
固
有
名
詞

で
は
な
く
番
号
に
よ
っ
て
し
か
自
分
を

他
の
人
間
と
区
別
さ
れ
な
い
と
い
う
非

人
聞
化
さ
れ
た
状
況
の
申
で
、
そ
れ
に

徹
す
る
こ
と
に
よ
って
も
う
一度
人
間

を
と
ら
え
か
え
そ
う
と
し
、
さ
ら
に
は

自
己
を
と
ら
え
か
え
そ
う
と
す
る
笑
験

な
の
で
あ
ろ
う
.

「行
状
が
悪
い
の
は

一
三
五
番
の
ね

る
へ
き
と
こ
ろ
へ
ね
た
一
二
〇
番
だ
.

し
か
し
、
役
人
に
し
て
み
れ
は
一
三
五

番
の
場
所
に
ね
て
い
る
者
は
、
一
三
五

番
以
外
の
者
で
は
な
い
のだ
」
と
い

う
。
非
人
聞
化
を
強
制
さ
れた
者達

が
、
狭
い
房
の
中
で
「ほ
か
の
こと
へ

全
身
の
神
経
を
集
中
す
る
こ
とに
よ
っ

た
とと
ま
ど
わ
ざ
る
を
え
な
い。

た
し
か
に
、
そ
こ
に
は
、
番
号
で
し

か呼
ばれ
ず
、過
去
の
す
べ
て
と
断
絶

され
た
現
在
の
み
し
か
明
ら
か
で
な
い

人
間
達
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
一〇

一番
、
一
二〇
番
、
七
五
五
番
な
ど
、

少
な
く
と
も
既
成
の
道
徳
律
を
破
った

犯
罪
者
達
が
、
そ
れ
に
一切
し
ば
ら
れ

じ
ま
った
ば
か
り
だ
っ
た
」

こ
の
著
は
こ
こ
で
終
っ
て
い
る
。
た

し
か
に
こ
こ
に
は
、
う
っ
積
した
精
神

は
ほ
と
ん
ど
俘
在
し
な
い
し
、
そ
れ
を

癩
識
に
強
調
し
た
作
者
に
好
懸
は
も
て

る
.
し
か
し
、
一つ
の
作
品
を提
示
さ

れ
た
か
ぎ
り
「ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
」
と

い
う
形
で
の
完
結
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
る
ほ
ど
寛
大
に
は
な
り
え
な
い
.

つ
ま
り
、
作
者
に
、
体
験
か
ら
一
歩

出
て
、
自
己
検
鉦
の
姿
勢
の
不
足
し
て

い
る
こ
と
が
、
こ
の
小
説
の
致
命
的
な

欠
陥
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

合宿 ・宿 泊 ・コンパ

追コソ ・宴 会に

加茂川畔の

州清館旅

河原町今働鮒電停前
TELo1790・b776

一・

◇
ナ
カ
ニ
シヤ
讐店
◇
①
林
屋
辰
三
郎

著
コ只
都
」
(岩
波
欝
店
)
②
「講
座

日
本歴
史
第
十
四巻
ー
近
代
1
」
(岩

波
書
店
)
③沢
田允
茂
著
「現
代
論
理

学
入
門
」
(岩
波轡
店
)
④
小
林
綾
習

「部
落
の
女
医
」
(岩
波
喬
店
)
⑤
井

上
酒
著
「現
代
日
本
女
性
史
」
(一三

書
房
)

◇
生
協
書
籍
部
◇
①
「京
都
」
②
「現

代
論
理
学
入
門
」
③
「部
落
の
女
医
」

④
「世
界
思
想
教
養
全
集
第
十
二
巻
ー

マル
ク
ス
の
経
済
思
想
」
(河
出
轡
房

新
社
)
⑤
オ
パ
ー
リ
ン
署
、
石
本
真
訳

「生
命
」
(岩
波
欝
店
)

こ
の
蓄
で
はま
た
、
日
本
共
産
党
へ

の
批
判
が
痛烈
であ
る
.
日
共
指
導
者

は
、
馬
鹿
げ
た
情
勢
判
断
の
誤
り
か

ら
、
武
力
革
命
の幻
想
を
抱
いて
、
現

実
に
行勤
す
る
下
部の
青
年
達
が
持
つ

疑
惑
と
不
安
をそ
の
独
持
の
ア
ジ
テ

ー
シ
ョ
ン
に
より
ね
じ
ふ
せ
て
火
災
ビ

自
己
検
証
の
姿
勢
欠
く

"実
験
体

"の
存
在

が
あ
い
ま
い

て
〃自
由
を
求
め
る
反
射
召
に
よ
る
苦

し
み
から
逃
れ
出
そ
う
」
と
希
う
様
子

を
通じ
て
、
房
の
中
で
は
じ
め
て
「自

由
と
いう
吝粟
が
一
っの
抽
象
概
念
で

は
な
く
、あ
た
た
か
い
血
と
肉
を
も
っ

た
生
きて
いる
物
体
と
し
て
立
ち
は
だ

か
った
」
と
、
一
三五
番
の
主
人
公
伊

吹
定雄
は
、
こ
の強
制
さ
れ
た
"招
待

旅
行
π
の
最初
に
語
って
い
る
.
し
か

し
、
そ
れ
で
はは
た
し
て
、そ
の
後
の

7旅
行
κ
の過
程
で
厨
吹
が
ど
れ
だ
け

作
者
の
意
図
す
る
よう
な
実
験
体
と
な

り
え
た
か
と
いう
と
、そ
の
点
で
、
は

響

畠一

,

曽,

璽卿

一,=

O

,

一

ー騰
0

=

⑳
目

川

;

:

5"巳

海

蓮
麹
霧
瀦
覚
秘

テめ
いた
聞
の
ぬ
け
た
ニ
ェア
ン
ス
が
つ
き
ま
と
っ
て

い
る。
「知
識
人
」
な
る
も
の
が
キ
セ
イ
品
を
す
ぐ
れ

て体
得
し
て
い
る
者
で
あ
る
以
上
、
過
渡

(5)

 

期
に
お
い
て
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
く
せ
そ
ん
な
連
中
の

神
経
は
ネ
ズ
ミ
み
た
い
に
ピ
リ
ピ
リ
し
て

いる
の
が
多
く
て
な
に
が
な
し
イ
ラ
イ
ラ

と
あわ
て
ふ
た
め
く
が
、
あ
げ
く
は
大
て

い
,こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
に
∬
な

ど
と
へと
へと
し
な
が
ら
自
己
分
解
し
て

いく
も
の
ら
し
い
。

「決
闘
」
の
中
の
ラ
イ
エ
フ
ス
キ
イ
と
い

う脂
肪
分
を
ぬ
き
と
ら
れ
た
よ
う
な
「イ

ンテ
リ
ゲ
ン
チ
ャ」
も
そ
の
基
本
構
造
で

はな
ん
ら
相
違
な
さ
そ
う
だ
。
彼
は
ナ
ヂ

い
な
ど
ま
る
で
な
い
行動
派
のド
ラ
イ
青
年
で
あ
る
。

一見
彼
は
き
わ
め
て
現
代的
に
みえ
る
が
、実
は
と
ん

だ
ま
が
い
物
で
あ
る
の
に
気
ずく
の
は
た
や
す
い
こ
と

で
あ
る
.
彼
が
土
地
の
補祭
を
ま
る
め
込
ん
で
「…
愛

P

璽

=

政
党
の
青
年
幹
部
の
そ
れ
止ま
りで
あ
る
の
は
明
ゐ
か

で
め
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
彼
が既
製
の
ワ
ク
組
み
の
上

に
が
っ
ち
り
ア
グ
ラ
を
か
いた
姿
勢
で
発
想
し
て
い
る

安
走
性
で
あ
り
確然
た
る積
極
性
で
あ
る
こ
と
も
明
ら

か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
ラ
イ
ェ
フ
スキ
イ
の
方
は
そ
ん
な
雇
盤
に

は
ひ
どく
座
り
心地
が
わ
るく
て
ポ
ン
と
と
り
は
ら
っ

て
しま
お
や
こ
す
る
のだ
が
、さ
り
と
て
別
の
そ
れ
も

ま
だ
見
つ
け
ら
れ
なく
て結
局
宙
ぶ
ら
り
ん
の
ま
ま
う

ろた
え
て
いる
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
無
気
力

で
だら
しな
い日
巾生
活
に
結
果
し
て
し
ま
う
。

「真
埋
は
彼
に
不
要
た
った
、
求
め
bし
な
か
った
。

不
徹
底
の
く
だ
ら
な
さ

チ

ェ

ホ

フ

著

図

圃

ラ

イ

ェ
フ

ス

エー
ジ
ダ
と
い
う
女
と
"手
を
取
り
合
っ
て
女
の
菖圭

から
逃
げ
出
し
て
4
つ
ま
り
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
見
切
り

を
つけ
て
黒
海
の
ほ
と
り
に
あ
る
ボ
ギ
モ
ヴ
ォ
村
にゃ

って
く
る
。
し
か
し
、
そ
の
初
め
の
日
か
ら
ユ
ー
トピ

アの
幻
想
は
打
ち
こ
わ
さ
れ
て
し
ま
い
問
も
な
く
「知

識階
級
の
生
活
的
空
虚
か
ら
抜
け
出
し
た
の
だ
な
ん
て

目分
に
嘘
を
っ
い
た
の
さ
」
な
ど
と
わ
め
か
ね
ば
な
ら

ぬ
ハメ
に
陥
って
し
ま
う
。

際

鴛
贈
檎
総
麗
翰

も進
化
論
の
公
式
的
適
用
で
わ
り
き
っ
て
し
ま
い
、迷

匪

ダ

ダ

こ
ね

る

"
イ

ン

は
す
な
ち
、
あ
れ
こ
れの
や
り
口
で
人
類
に
害
を
及
ぼ

し
か
つ
現
在
及
び
将
釆
に人
類
の
禍
根
と
な
る
へき
も

の
を
、
一掃
す
る
こと
にあ
る
筈
だ
。
わ
れ
わ
れ
の
知

識
及
び
見
証
は
、人
類
の脅
威
は
精
伸
的
肉
体
的
に
常

軌
を
逸
し
た
者
から
釆
る
と
告
げ
る
。
果
た
し
て
そ
う

な
ら
、
そ
の異
常
着と
闘
え
ぱ
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
彼

ら
を
正
常
に
ま
で
簡め
て
や
る
力
が
君
に
な
い
と
し
て

も
、
彼
ら
の毒
を
抜
く
、
つ
ま
り
絶
滅
す
る
く
ら
い
の

力
と
腕
な
ら
あ
るだ
ろ
う
」
と
い
った
胞
井
を
展
開
す

る
あ
た
り
はま
るで
ナ
プス
の
几祖
み
た
い
で
あ
る
.

彼
の
目新
ら
し
さ
が
実
は
た
か
だ
か
新
興
宗
教
や
保
守

彼
の良
心
は
悪
徳
と
嘘
と
に
呪
縛
さ
れ
て
、
眠
り
込
ん

で
いた
。
で
な
け
れ
ば
黙
って
いた
。
彼
は
他
国
者
の

よ
う
に
、
ま
た
別
の
遊
星
か
ら
傭
わ
れ
て
き
た
人
のよ

うに
、人
類
の
共
同
生
活
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
彼ら

の
悩
み
に
も
慰
想
(イ
デ
ー
)
に
も
、
宗
教
に
も
学問

に
も
、
探
究
に
も
闘
争
に
も
、
一こ
う
無
関
心
だ
っ

た
」壱

騒
翻
翻
猫
謙
か綴
聴

無
関
心
、
無
気
力
さ
の
不
徹
底
こ
そ衝
く
へき
点
だ
と

い
う
方
が
い
っそ
う
適
切
に
思
わ
れ
る
。そ
の不
徹
底

尊
:

一一:=一=:一:一
鴨

一

二璽:==一:=:

一:,

:

一一:

:::;;一一一一=:一一冒:冒二,:,:
09量

さ
は
"決
闘
醒
と
いう
生
命
の
賭
博
場
に
お
い
て
一ぺ

ん
に
露
呈し
てし
ま
う
。
そ
の
前
夜
、
彼
は
声
を
出
し

て
自
分を
呪
い、
泣
き
、
哀
訴
し
、
赦
し
を
願
う
。
絶

し

望
のあ
ま
の
幾
度
も
テ
ー
ブ
ル
に
駈
け
寄
って
轡
い
た

文
字
は
「お
母
さ
ん
/
」
1
他
方
、
動
物
学
者
は
「ラ

イ
ェフ
ス
キ
イ
は
応
揚
に
空
を
射
つ
だ
ろ
う
よ
」
と
あ

っ
さり
見
破
って
の
ん
び
り
か
ま
え
て
い
る
と
い
う
の

に
。無
関
心
、無
気
力
さ
に
徹
底
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
自

己
沈
潜
に
置
結
す
る
は
ず
で
あ
る
し
、
あ
る
い
は
ま
た

。

そ
の
こ
と
自
体
が
き
わ
め
て
果
敢
な
行
勤
に
転
化
し
う

る
可
能
性
を
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
ラ
イ
ェフ
ス
キ
イ
は
そ
の
こ
と
に
気
ず

川

か
な
い。
そ
ん
な
自
分
を
、
「た
だ
の
一言

だ
っ
て人
びと
に
善
い
こ
と
を
言
った
た
め

し
は
な
く
、た
だ
の
一行
で
も
有
用
な
非
凡

な
こと
を
轡
い
た
お
ぼ
え
も
な
く
、
一文
の

値
う
ちの
あ
る
こ
と
も
し
た
お
ぽ
え
は
な
い

…
…
」
と
い
った
貝
台
に
既
製
の
も
の
の
見

方
を
一歩
も
出
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
自
己
評

価
し
てし
ま
う
の
で
あ
る
。

テ

リ

4

旛

謬

い郵

切籔

`

に
は
躍決
闘
4
と
い
う
い
た
っ
て
古
め
かし

く
も
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
「解
決
」
が
与え
られ
る。
二

人
と
も
弾
丸
を
そ
ら
し
て
我
女
に属
す
かし
を
喰
わ
せ

-

た
後
、
二
人
は
「和
解
」
し
て
し
ま
う
。し
かし
そ
の

「和
解
」
は
ど
う
や
ら
ラ
イ
ェ
フ
スキ
イ
の
フ
ォン
・

コー
レ
ン
に
対
す
る
屈
服
で
ある
よ
うだ
。そ
れ
は
既

製
の
ワ
ク
を
一歩
ふ
み
出
そ
う
と
した
者
が結
局
そ
れ

を
な
し
得
ず
に
再
び
も
と
の
ワ
ク
の中
に
ひ
き
も
ど
さ

れ
て
し
ま
った
一幕
だ
と
も
い
えよ
う
。ラ
イ
ェフ
ス

ヰ
イ
は
ま
る
で
洗
脳
で
も受
け
た
よ
う
に
、
ふ
た
た
び

ヌ
ル
マ
湯
的
世
界
に
ひた
り
こ
ん
で
し
ま
う
の
で
あ

る
.

(文
責
・勝
)

曽

胴

一

璽

る
こ
と
な
く
、
赤
裸
々
に
自
己
の
欲
求

の
ま
ま
に
行
勤
す
る
.
し
か
し
、
彼
等

と
伊
吹
と
の
問
に
は
、
意
識
の
交
差
が

ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
ず
、
伊
吹
は
、
単

に
彼
等
の
言
動
を
無
潤
色
に
提
示
す
る

傍
観
者
で
し
か
な
い
.
し
た
が
っ
て
、

ら
列
さ
れ
た
彼
等
の
個
々
の
中
か
ら
、

総
和
と
し
て
な
に
を
抽
出
す
る
の
か
が

明
確
で
な
く
、
そ
れ
故
に
、
一三
五
番

は
あ
って
も
、
伊
吹
定
雄
い
い
か
え
れ

は
、
自
ら
を
笑
験
体
と
位
置
づ
け
た
小

林
勝
は
、
き
わ
め
て
漢
然
と
し
た
形
で

し
か
こ
こ
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。

「旅
も
ま
た
よ
し
…
(中
略
)
旅
は
は

川
09
15鱒.

:o畳 随151■9亀勝1■1

ン
闘
争
に
いた
り
、
そ
の
誤
り
の
費
任

を
奇妙
な
形
で
党
員
全
体
や
、
一指
導

者
の
個
人
主
義
に
転
化
し
て
し
ま
っ
た

彼
ら
、下
部
党
員
を
無
視
し
か
け
は

な
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
ぐ
ら
を
か
き
野
合

す
る
指
導
層
への
批
判
か
ら
、
さ
ら
に

進
ん
で
、
そ
う
し
た
指
導
者
を
生
み
出

す
日
共
そ
の
も
の
の
「特
殊
な
性
格
」

に
ま
で
批
判
を
向
け
て
い
る
.
こ
れ
は

む
ろ
ん
、
現
在
の
日
共
が
、
ア
ナ
ク
ロ

な
民
路
線
を
打
ち
出
し
て
、
真
の
前
衛

党
に
な
り
え
な
い
こ
と
と
結
び
つ
く
.

下
部
党
員
伊
吹
定
雄
(あ
る
い
は
小林

勝
)
は
現
実
に
行
動
す
る
中
で
それ
を

実
感
す
る
人
聞
と
し
て
評
価
さ
れ
る
.

彼
は
、
主
流
派
の
方
針
を
支
持
し
、
火

災
ビ
ン
闘
争
を
冥
践
す
る
中
で
、
指
導

層
を
信
じ
な
が
ら
も
彼
等
の
い
う
"国

民
全
体
の
支
持
`
と
は
全
く
逆
に
、
や

り
き
れ
な
い
距
礁
感
を
大
衆
と
自
己
の

間
に
見
出
し
、
孤
独
に
お
そ
わ
れ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
指
導
層
の
責
任
転
化
と

い
う
現
実
を
み
つ
め
る
中
で
、
共
産
党

の
本
質
に
あ
る
「特
殊
費桂
格
」
に
ま

で
浮
く
掘
り
下
げ
て
い
く
の
で
あ
る
.

も
っと
も
、
そ
の
内
答
に
ま
で
至
ら
な

い
の
が
、
作
者
の
限
界
と
も
い
え
よ
う

が
.
(雅
)
(筑
摩
霞
房
刊
・B
6判

三
九
〇
円
)

唱

大

学

へ
の

道

問
い
私
は高
校
在
掌中
に
身体
を
わ
る

く
し
て
中
途
で
高校
を
や
め
た者
で
す

が
大
学
入
試
の
受
験資
格を
得
る
方
法

が
あ
る
と
き
き
ま
し
た
.そ
れ
に
つ
い

て
お
し
ら
せ下
さ
い・
(静
岡
・山
内
)

、笛え

文
部
省で
は
、貴
君
の
よ
う

な
人
に
も
大
学
進
学
の機
会
を
与
え
る

た
め
に
、
毎年

「大
学
入
学
資
格
倹
定

試
験
」
を実
晒
し
て
おり
ま
す
.
こ
の

検
定試
験
に合
格
ず
る
と
、
大
学
入
学

試
験
の受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
こ
と
に

な
りま
す
.

羅
学
園
短
信
鼎、

商

学

部

の

自

治

会

が
解

散

}
同
志
大
商
学
部
自
治
会
は
現

.騨

在
事
実
上
解
散
の
状
態
に
あ

社
,
志
,
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
学
友

同

会
は
数
回
に
わ
た
って
公
開

質
問
状
を
出
し
て
、
両
者
の
間
で
団
交

が
重
ね
ら
れ
て
い
る
.

同
自
治
会
は
、
体
育
会
の
勢
力
が
強

京大生がみんなあつまっています

四条花見小路上ルTEL6-4672

主のな き家
コ コ ロロ ロ

東京ぺ堂

 

く
、
体
育
会
の
学
友会
に対
す
る
干
渉

は
学
生
大
会
に
お
け
る暴
行
事
件
な
ど

で
ま
だ
記
憶
に新
ら
し
いこ
と
だ
が
、

今
度
の解
散
は
、そ
れ
と
は
別
に
、

私
学
に
お
け
る
自治
会
のあ
り
方
に
関

す
る
本
質的
な問
題
を
色
女含
ん
で
い

る
.
あ
る教
授
が
「自
治
会
は
名
簿
を

作
った
り
、卒
業
生
に送
り
も
の
を
し

た
り
し
て
い
れ
は
い
いの
で
、
選
挙
の

時
に
は
、
コ
ーヒ
ー
で
も
お
ご
って
票

を
と
れ
ば
い
い」
と
い
った
と
い
う
の

で
ま
た
ま
た
学友
会
が
、
教
授
会
に
対

し
て
公
開質
問
状
を
出
し
て
い
る
。
こ

の
教
授
は
「あれ
は
冗
談
に
い
った
の

だ
」
と
い
っ
て
いる
そ
う
だ
が
、
そ
れ

に
し
て
も
、
こ
のよ
う
な
「自
治
会
」

と
は
名
ば
か
り
の
「雑
談
ク
ラ
ブ
」
的

な
存
在
が
、
私
学
の自
治
活
動
の
癌
に

な
って
い
る
こと
は
間
違
い
な
い
.

な
ご

や
か

に
文

学

部

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム

駒
場
では
、
五
月
九
日
(水
)

か
ら十
二日
(土
)
に
か
け

て
八
つ
の文
化
部
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が開
か
れ
た
。
学
友

会
が
後
援
す
る
のは
今年
で
二
年
目
と

の
こ
と
だ
が、
春
のシ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

慣
例
化
し
て
いく
意
図
で
あ
る
と
い
う

實
伝
不
足
で
藁大
文
学
集
団
が
準
備
不

足
の
ため
、
E
・
S、
S
が
中
止
し
た

ほ
かは
次
のよ
う
な
日
程
で
行
な
わ
れ

た
.9日
〃中
国
の
教
育
κ
(中
国
間
題

研
究
会
)
映
画
を
組
み
入
れ
る
な

ど
意
欲
的
な
食
画
で
参
加
者
は
多
か

った
。
"東
京
の
あ
る
部
落
μ
(部

落
問
題
研
究
会
)

子
供
会
活
動
な

ど
を
通
し
て
知
って
き
た
、
現
代
に

あ
る
厚部
落
π
の
紹
介
と
そ
こ
て
の

活
動
報
告
。

10
日
サ資
本
論
を
い
か
に
読
む
か
κ

(社
会
科
学
研
究
会
)
社
研
と
歴
研

の
共
催
で
行
な
っ
て
い
る
「資
本
論

公
開
講
座
」
の
延
畏
と
も
い
え
る
も

の
。
11
日
〃憲
法
調
査
会
μ
(憲法
問
題

研
究
会
)
憲
法
調
査
会
に
関す
る資

料
な
ど
、
か
な
り
ボ
リ
ュー
ム
のあ

る
プ
リ
ン
ト
を
用
意
し
て
「戦後
治

安
立
法
概
史
」
(憲
法
調
査
会
)
「ア

ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
」
と
い
う順
に

発
表
を
行
な
い
最
後
に
「護
憲運
動

の
今
後
の
進
め
方
」
に
つ
い
て討
議

が
行
な
わ
れ
た
〃僻
地
農村
の農
業

問
題
4
(地
文
研
究
会
、
社
会地
理

部
)
部
員
お
よ
び
お
茶
の水
大
学地

理
学
科
の
学
生
を
中
心
に、
比
載的

学
術
的
な
発
表
を
行
な
っ
た
7伊
豆

半
島
の
今
後
の
展
望
直
(旅行
研
究

会
)
参
加
者
は
部
員
だ
け
。女
性
の

姿
も
多
決

な
ご
や
か
な
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
だ
った
。

12
日
〃非
常
識
的
人生
論
κ
(弁
論

部
)
〃ロ
ー
マ
人
へ
の
手紙
概
説
4

(聖書
研
究
会
)
こ
れ
も
部
員
だ
け

で、
バイ
ブ
ル
を
傍
ら
に
、
静
か
に

行
なわ
れ
た
。
(東
大
新
聞
五
月
十

六
日
号
)

五

月

三

十

日

は

全

学

ス

ト

ラ

イ

キ

立命館大学

一部
学
反
会
は
、
十
八
日
執

行
委
員
会
を
開
き
、
府
学
連

が
提
起
し
て
い
る
二
十
五
日

三
十
日
の
統
一行
動
に
つ
い

て
協
議
し
た
.
そ
の
結
果
、
ラ
オ
ス
に

お
け
る
米
国
の
軍
事
介
入
、
特
に
在
日

米
軍
が
こ
れ
に
出
動
し
た
こ
と
を
重
視

し
、
憲
法
改
悪
反
対
闘
争
も
合
せ
て
、

重
要
時
点
に
お
け
る
行
動
日
と
し
て
、

二十
五
日
は
講
演
会
と
集
会
を
開
き
、

街
頭
デ
モ
を
展
開
す
る
よ
う
府
学
連
に

呼
びか
け
る
。
三
十
日
は
、
全
学
ス
ト

ラ
イ
キ
を
行
う
力
針
で
、
府
学
連
と
共

に
、
街
頭
デ
モ
を
行
う
。
(立
命
大
新

聞
五
月
二
十
一
日
号
)

最新の設備か生む おいしいヒール

弓7カ ヲ 巴'一'レ

ま
れ
て
い
る

ノ
キ
ホ
ウ
は
、
七
〇

年
以
上
の
歴
史
を
も

つ
繊
維
の
総

合

メ

ー

カ

ー

て

す

。

●
高
度

の
技
術

に
よ
っ
て
カ
ラ
ー

ン

ー
ノ
や
テ
ト
ロ
ー
ー
ヤ
ノ
を
生
み

だ
し
た

ノ
キ
ホ
ウ
は
、
斯
界
の
パ

イ
オ
ニ
ア
て
す
。

●

ノ
キ
ホ
ウ
は
.
繊
維
の
ほ
か
に
も

積
極
的

に
進
出
し
、
直
系
会
社
数

社
を
通
し
て
、
着
々
多
角
経
葛
化

を
進
め
て
い
ま
す
。

●
こ
の

ノ
キ
ホ
ウ
か

誠
{夷
て
盾
動

カ
の
あ
る
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

●
ノ
キ
ホ
ウ
の
フ
ノ
イ
キ
は
開
放
的

で
.
十
分
実
力
を
発
揮
て
き
ま
す
。

圏 ■ ■ ■
工 営 本 資

 

■
初

8
直
系
会
社

/
敷
島
カ
ン
バ
ス

本

金
/
ニ
ニ
億
五
千
万
円

社

/
大
阪

業

所
/
東
京

・
名
古
屋

場
/
富
山

・
江
南

・大
阪
・
娠

路

・児
島
・
笠
岡
・
高
知

任

給

/
二
囚
、三
ニ
ニ
円
(
大
阪
及

び
東
京
在
勤
》
・
敷
島
カ

タ
ン
糸

・
敷
島
ス
タ
ー
チ

日
本
合
成
繊
維

敷

島

紡

績

株

式

会

社

大
阪
市
東
区
備
後
町
四
丁
目
三
四

」

来 春大 学卒採 用に ついて

採鳥ラ定人員 特に人員を制限しておりません●

お問い舎 セ 採用に関するお間い合せは下記に

頂けばいつでも必要な資斜を揚携
いたし重す.

大阪市東区道修町3-U
本社人事部(202)216里

東京都中央区日本構本町3-4

東京支店総務謀(66D2201

福岡市下小山町30

福岡支店総務課 ⑫)2531

 

◇

応 募 期 閏 特に期間をきって幻り雲管んO
いつでもお越し下さい.

部事人薬製義野塩

件条●待
雛 紬37年4月 現在23,㎜ 円(業 界最高)

(38年4月 には改正いたす予定でありま
すが、つねに業界最高を目標にしていま

す。)
鼻 給 定期的には毎年1月 に行っておりますが
修正の必要あればその都度昇給いたしま
す.給 与・賞与につきましては全くの実

力主義をとっております。
参考迄に本年4月 入社者の入社後5年 内
の現行標準基本給を示しますと次の通 り
です.

賞 与

そ⑳他

37年4月 入社
'勤続1年 後

3年後
5年後

23,000円

24,500円

27,800円

31,400円

勤続1力 年以上の場合は年閥約5ヵ 月と
なります(1年 未満の場合にも支給)
通勤費全額支給、社外勤務の場合は1日

約500円 の食卓料が支給されます.
塗お、杜会保険、健康管理、療施設等が完
備しております.

ギ

 

ノオシ

 

るす展発

 

◎
辮

シオノギは目太の製薬業界を代衰するトップクラスの医薬品β一力胸であり

世界各国の一流製薬会社、研究所など7力 国20数社との間に緊密な技衛交流を

行って、研究分野の拡大、研究方法の高度化をはかり総合研究力を充実きせる
と共に、近代医学の要求する最も進んだ優秀医薬品を相次いで提供するζとに

努めています●
また営業方面においても医薬品販売に独特な精密かつ行き届いた技術的サー

ビスを基本とする新しい販売促進活動の向上に努力し、ひとびとの健康に奉仕

する重大な使命をになっていよいよその真価を発揮しつつあります.

また近代化された社内方針も大 きな特色の一つであり、実力主義の確立をは

かりつつあるシオノギでは、給与体系の合理化一 年功序列方式より能力第一

主義への移行 をはじめとする近代化政策を相次いでうちだしています。
シオノギはすべてのひとびとがますます技術的、人間的に向上するためのあ

らゆる援助を惜しまず、一人一人の生活の向上を目指すと共に激烈の度を加え
つつある国際鱒 にそなえ研究 ・販夷績動を中心幡,魍 κる基盤をきづきっ

つあります.
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